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公文　　そもそもオフ会という言葉ですが、昔、パソコン通
信で人々がBBS（電子掲示板）などを中心にして集まるように
なったときに、「オンラインの」グループというコンセプトが
できた。オンラインでコミュニケーションが行われるように
なると、「リアルな社会の中でのネットワークやミーティング
は不必要になるのではないか」といったことが言われたことも
ありましたが、そんなことはない。ちょうど電話が普及したこ
ろに、電話の大きな機能は実際に会うための約束をすることで
あったとも言われたように、オンラインの大きな機能はオフ会
で盛り上がろうという打合せをすることだと。私も過去何度か
いろいろなオフ会に出たことがありますが、近年、そのオフ会
自体の性格が変わりつつあるらしい。そのあたり、鈴木さん自
身の体験を交えながら説明していただけますか。

■成果を生んだ２ちゃんねるの大規模オフ

鈴木　　「実際に会う必要はなくなるのでは」となったときに、
「やはり会ったほうがいい」となった流れには、単に「ネットワー
クが貧弱で、文字ぐらいしか送れるものがない。それなら会っ
て話したほうがはやいじゃないか」という動機があったと思い
ます。それゆえ、プラットフォームやネットで流れる情報量が
変化すると、当然オフラインで会うことの意味づけも変わらざ
るを得ない。オンラインで足りないものをオフラインで補う、
つまり「会ってみたら、あらためていろいろなことがわかった
ね」という話をするのではないようなものが、要求されてきて
いるのではないかという気がします。
　ここで僕が想定しているオフ会は、特に昨年注目された「２
ちゃんねる」*¹を発祥とするものです。最も大きかったのは「鶴
オフ」と呼ばれる、全国で多発した折鶴を折るオフ会です。ば
らばらに集まったので正確な人数はわからないのですが、最終
的に83万羽の折鶴が集まるぐらいの人間を動員しました。も
う一つは「マトリックスオフ」と呼ばれる、映画「マトリックス」
のワンシーンをマネして路上でパフォーマンスをするものです。
こうしたオフ会が大規模化して、大きいものだとギャラリーを
含めて何百人という人たちが集まりました。

　こうしたオフイベントが、これまであったオフ会、つまりオ
ンラインのコミュニケーションをオフラインで補うようなもの
との最大の違いは、「名無しさん」が多いことです。オンライ
ンでもコミュニケーションをしたことがないような人たち、実
際に会って「あなたは誰ですか」というような人が本当に多い。
逆にそれでないと、100人という数は集まらないわけです。も
う一つの違いは、それだけの人数を集めるために「イベント」が
企画されているということです。つまり、オフ会に参加すると
いうことはイベントに参加するということなのですね。こうし
たイベント化したオフ会が、去年をピークに非常に増えて、ま
たクリエイティブな分野でいろいろな成果を生みました。
　こうした流れとは別に、昨年末から今年にかけて「はてなダ
イアリー」*²とかソーシャルネットワークサービスとか、２ちゃ
んねる以外のプラットフォームを使ってオフ会が企画されるよ
うになりました。最近見かけるようになったのは、昔のオフ会
とイベントの混合形態というか、中身としては「イベントに集
まろう」ですが、オンラインのコミュニケーションをオフライ
ンのイベントに集まってするというものですね。たとえば、東
京メトロが上野周辺を散歩するイベントを主催していますが、
それに参加するオフ会があります。ところでこれも参加してみ
るとわかるのですが、このようなオフ会には参加者全員のID
というか、誰が誰であるかということがはっきりとわかってい
なくてもいいという雰囲気があります。だから、はてなダイア
リーのオフ会でもはてなをやってない人が参加していたりする。
こうした曖昧さのある点は、昔のオフ会とはちょっと異なるの
かもしれません。
　だいたいこの三つ──昔のオフ会、２ちゃんねるのオフ会、
今出てきつつある一風変わったオフ会──が今のオフ会の状
況だと思います。それらのどれがいいのか、発展的なのか、そ
うでないのかといったことはいろいろな角度から言えると思い
ますが、公文先生のようにいわゆるフェーズ１のオフ会に出て
いた方からすれば、フェーズ２やフェーズ３のオフ会はどう見
えるのか、具体例を交えながらお話しできればと思います。

■インターネット社会で生きる

ネットコミュニティをめぐるオンとオフ
──変遷するオフ会とソーシャルネットワークサービス──

公文俊平（GLOCOM代表） 
鈴木謙介（GLOCOM研究員）
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■オフ会の目的と形態

公文　　後の二つがフェーズ２とフェーズ３という関係にあ
るのかどうかは、議論の余地があるかもしれません。とりあ
えず言えることとして、最初のオフラインのミーティングは、
ほぼ100％コミュニケーションが目的でした。オンラインのコ
ミュニケーションを補完する、あるいはもっと豊かにする。集
まること自体が目的で、そこで会話を楽しんだり、より良く
互いを知り合う。それに対して、鶴オフやマトリックスオフの
大きな特徴は、コミュニケーションではなく、イベントとかパ
フォーマンスという言葉が使われましたが、私流に言うと「コ
ラボレーション」、鶴を折るとか、マトリックスのマネをする
とかという、ある特定のはっきりした目的をもって集まって、
ある目的実現のための行動を共にする。そういう点で言うと、
３番目はその中間形ですか。上野公園の周辺を歩くということ
が、何か特定の目的をもったコラボラティブな活動とはちょっ
と言い難いけれど、単なるコミュニケーションというわけでも
ない。ある行動パターンを前提にしている。しかし、どうして
それが、第２段階のコラボレーション志向のオフ会の後に出て
きたのか。

鈴木　　それは非常におもしろい指摘だと思います。まず、コ
ラボレーションでは目的を共有していると思いますが、これに
ついては二つのポイントを考える必要があります。一つは、ど
ういった目的を誰が共有していたのか、もう一つは、なぜコラ
ボレーションがうまくいったのかということです。
　まず目的ということですが、これはイベントを企画する側と、
お客さんとして参加する側では異なります。たとえばマトリッ
クスオフなどが典型的ですが、オフ会参加者というのは単なる
ギャラリーではなく、マトリックスのコスプレをしてイベント
にやってくる人たちです。黒スーツにサングラスの集団が街中
を歩いている、そのこと自体がイベントであり、参加者一人ひ
とりはコラボレーションの不可欠な要素であるわけです。とこ
ろで、そうしたイベントを企画する側──いわゆる運営側と
いわれる人たち──はそうしたコラボレーションが成功する
ように、たとえば事前に警察に連絡して場所の使用許可を取っ
たり、パフォーマンスに必要な準備をするわけです。彼らにとっ
ては、単にイベントに参加してコラボレーションを行うだけで
はなく、イベント自体の成否が目標になります。彼らに共有さ
れているのは、ある種「文化祭」的な目標であり、そこから得ら

れる達成感なのではないかと思うのですが、そうした運営側に
だけ共有される目的というのがあって、大規模なオフイベント
が成立したといえるのではないか。
　次にコラボレーションについてです。オフイベントが成功す
るためには、さまざまなノウハウが必要になります。先ほどの
話で言えば、道路使用許可の取り方もそうですし、周辺に迷惑
をかけないルート決めからパフォーマンスの指導まで、素人集
団では賄いきれない技術なども必要になります。こうした難し
いコラボレーションが可能だったのは、参加者の中にイベント
製作会社の人間や鉄道オタク、空手の経験者がいて、それぞれ
の得意な分野でイベント作りに協力したからです。それがネッ
トから立ち上がってきた理由は何か。私の考えでは、日本社会
の人材の硬直性と関係があると思います。流動性が低いと言っ
てもいい。つまり、学校を卒業して社会人になると、日本社会
では特別な理由がない限り異業種の人と交流する機会というの
はほとんどない。ところがインターネットで集まってきた人た
ちというのは、イベントに向けた目的を共有しているけれど属
性はそれぞれにかなり異なるわけです。これは目的の持つ魅力
というか、求心力が強いほどさまざまな人が集まります。こう
して、目的とそこに集まる人材の幅の広さが相乗効果を起こし
て成立したのが、大規模オフイベントだったのではないか。
　ここから先の話は、どこまで一般化できるプロセスなのかわ
からないのですが、こうしたコラボレーションが拡大から、小
規模に収束あるいは拡散に向かうという道をたどりました。つ
まり、ある目標に向けて、立場も価値観も違う人間が集まって
いたのだけど、それが限界に達するのです。たとえばイベント
は黒字になったものの、大きな儲けを出してしまうと非難され
たりと、目標を達成した後で生じるさまざまな批判に対応せざ
るを得なくなってくる。当人たちは、もう終わったのだからと
思っていても、周りが許さないのですね。こうしてコラボレー
ション関係が単なる達成感を得るというところだけでは済まな
い、非常に疲れるものになる。これが最近、オフイベントが打
ち止めになりつつある原因の一つです。
　その反対側で、ソーシャルネットワークやはてなを通じて別
種のコミュニケーションが生まれつつある。というのは、こち
らでは日本社会のコミュケーションにぴったり合うような形で
アーキテクチャが組まれているわけです。はてな代表の近藤淳
也さんは、意識的にそういうことを考えています。流動性の低
い社会に合うようにコミュニケーションを内輪に囲いこんだう
えで、その中でのコミュニケーションであれば、この人たちで
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あれば、オフラインでも安全だろうというようなプチ・コミュ
ニティをいっぱい作っていく。最近注目されているソーシャル
ネットワークサービスも、かなりそういうふうに使われている
と思います。そうした、流動性が低くても企画できるオフ会に
とどめるようなアーキテクチャやプラットフォームが生まれて
きたことによって、わぁっと盛り上がるお祭りではないものが、
ようやく企画できるようになったのだと思います。

■組織動員・お祭り動員

公文　　なるほど。いくつか論点が出てきたように思います。
まず、イベントを企画する人、それに参加する人がいて、企画
する側にとってはイベントそのもの、つまり多くの人が集まっ
て盛り上がっておもしろかった、あるいはお金が入ったという
ことが成功の基準になる。それに対して、鶴オフや、昔の政治
的な目的をもったデモでは、そこでのイベントは目的のための
手段になるわけです。それは昔からオンライン、オフラインに
かかわらずあったのですが、今言われたイベントは、そういう
意味での手段性は少ないものが多いですね。どうしてそうなの
かという疑問もあります。数十年前だったら、いわゆるお祭り
は別にして、何かを企画するには、政治的あるいはビジネス的
な目的をもってやるものでした。そうではない、それ自体が自
己目的であるというのは、一つの新しい差と言えるのかもしれ
ません。
　それはそれとして、そういう場合の特徴は、ある種のオープ
ン性というか、見も知らぬ人を組織して、集めて何かをやらせ
る。それから流動性が低いという言い方をされましたが、流動

性という言葉が適切かどうか、私にはまだピンとこないのです
が、要するに全然見も知らない人とオープンに集まりを作るこ
とは容易ではありません。むしろ、ある程度、気心の知れた関
係を先に作っておいて、そしてその人たちがオフでも集まって
いろいろなことをし、さらに何か共通の目的をもつようになっ
ていくこともあるかもしれない。それは何だろう。

鈴木　　今おっしゃった中で非常におもしろいと思ったのは
デモとか政治目的で人を集める、組織するというのは、社会学
用語でいう本当の「組織」ですね。リーダーやサブリーダーがい
て、ある種のピラミッド関係を作ることになる。ところが、こ
こで言うオフ会というのは、ハワード・ラインゴールドが『ス
マートモブズ』（2003年、NTT出版）の中で「モブ」という言葉
を使ったように、群集（モブ）と呼ぶのが正しい、集まっている
だけの集団です。組織化されているわけではなく、せいぜい「運
営」と「外野」がいるだけです。そうすると、集まっている人全
体には組織は必要ない。僕の感覚では、そういう組織化された
動員だと、もはや人は集められないのではないか。これはオフ
ライン、オンラインにかかわりなく、世界中の政治運動がお祭
りで人を動員するようになっていることとかなり近い関係にあ
ると思います。どうやら人々を動員するときには、組織動員で
はなく、お祭り動員、それも中心に何か共有目的とか、トーテ
ムのようなものを置いたお祭り動員になりつつあるのかなとい
う気がします。

公文　　そこを確認したいのですが、組織動員というときには
二つの意味があり得ます。一つは先に組織、つまり労働組合と
か労働組合連合会があって、それが自分のメンバーに呼びかけ
て人を集める。そうではなくて、たとえば何かに反対する運動
を起こそうという目的があって、不特定多数の人々に呼びかけ
て集める。その場合は必ずしも、事前にできている組織のメン
バーである必要はない。そのどちらも「組織する」という言われ
方をします。そして、たぶん近年、その双方が退潮している。
組織である労働組合が呼びかけてもあまり来ないし、特定の社
会的・政治的目的をもって呼びかけてもみんなしらけてしまう。
むしろ、おもしろいとか、なんとなく盛り上がるとか──昔
はコンサマトリー（consummatory）という言葉を使っていま
したが──そういう即自性に人は反応する。しかし、それで
はそういうものはすべて一種の自生的というか、spontaneous
な集まりであり、階層性や指揮指令関係なしに動くのかという

公文俊平代表
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と、そうでもない。特にある規模以上の集まりになると、さっ
き言われたような企画者がいて、事態がどう動いているかにつ
いて絶えずリアルタイムに情報を集めて、その場を仕切る。適
切なある種の情報提供、命令ではないかもしれないけれど、何
か全体の動きをコントロールするような情報を提供することに
よって、ある方向に誘導していこうとする。それがないと、全
くアモルフなものになってしまうのではないか。いや、そうで
もなくて、特に誰かが何もしなくても、鳥が集まってきれいな
飛行パターンが出てくるように、人さえ集めてしまえばなんら
かの秩序を持った集合的な動きが出てくるということがあるの
か。

鈴木　　確実に言えるのは前者ですね。集めたのはいいけれど、
失敗したオフ会というのは山ほどありますから。ですが、今おっ
しゃったことで非常におもしろいのは、今イベント的オフ会で
やられていることは、「集まること」自体が目的で、集まりが
成功することが目標なので、運営側についてもそれが大目標に
つながっていくことを想定していない人がほとんどだというこ
とです。集まればいいのであって、集まることが社会的なイン
パクトになると考えている人はほとんどいません。

公文　　その場合、昔のオンライン主体のオフ会のときは、や
はり集まればいいとは思っていたけれど、集まった中でお互い
のコミュニケーションが成り立つことが大事だと考えられてい
たわけです。ところが今の話ではそれもないという。とにかく、
集まる。

鈴木　　集まって、それがアモルフなものにならない。崩壊し
ないということですね。そうしたものになっていくときに、い
わゆるオフイベントの意義は、集まったとか集められたとかい
うことでしかない。それが結果的にいろいろなコラボレーショ
ンを生み出してはいるけれど、本人たちは集まっていることが
目的なので、外部からクリエイティブな良い結果が生まれたと
評価されても、その気がないのであまり継続性への意志がない。

公文　　集まってきた人は何に満足をしたのかな。クラシック
なオフ会では、ハンドルネームでやり取りしていた人と、リア
ルで知り合いになれておもしろかった、盛り上がったという話
ですが、今回のはそれでもないのですね。とにかく、集まったと。

鈴木　　先ほど「お祭り」という言葉を使いましたが、プリミ
ティブな祭礼に近いような盛り上がりをそこで得られるという
ことが、一つはあると思います。

公文　　ある種の体験をしたと。

鈴木　　非日常的な体験が、特化されるわけです。僕はもと民
俗学をやっていたのですが、お祭りに近いような構造をそこに
見出すことができると思います。一つ言えることは、彼らが求
めているのは合理的な達成感とか、合目的な振る舞いによる結
果の評価ではなくて、集まったことによって盛り上がれたとい
うことです。繰り返しになりますが、こうした動きはあらゆる
先進国で起きていて、反戦デモで鳴り物を鳴らすとかいう形で、
デモをやる目的があったとしても、集まっている人たちはお祭
りにするわけです。海外の反戦デモの映像を見ていると、放水
車に水を浴びせられると、自分から水にあたりに行く奴がいる。
そういう非日常的な体験ができれば、動員でも何でもいい。
　日本でも、ワールドカップで初めてそういう、いわゆるモブ
な体験をした人たちというのが、「モブの集まり、おもしろい
じゃん」ということで、集まりやすくなっている状況があると
思います。その集まりやすさや「モブに酔う」ということに日本
人はまだ慣れていないので、集まって盛り上がれるだけで喜ん
でいる。欧米では、モブというと非常に凶暴なイメージがあり
ます。何をしでかすかわからない。そうしたフーリガン的なイ
メージに対して、ラインゴールドが初めて「スマートになれる」
ということを示した。そこに「スマートモブズ」のコンセプトの
意義があります。そうした前提を持たない日本人はネットを使

鈴木謙介研究員
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おうが、ツールを使おうが、集まって同じことをしているだけ
で盛り上がれてしまうので、集まったということの蓋を開けて
見ると、非常にプリミティブな状況で満足しているのかなとい
う気がします。

公文　　私の若いころ、1960年前後の安保反対闘争、そこに
は確かに政治的な目的があって、参加する側も最初はそのため
に行くのだけれど、デモの民衆の中に入り、スクラムを組んだ
り、歌をうたったり、警官に追われたり、それこそ非日常的な
体験をするなかで、それ自体に酔ってしまう。あるいは引っ張っ
ていく側もそれ自体がおもしろくなってくるような状況は確か
にありました。手段のほうが目的になってしまう。
　そこで質問ですが、そういう非日常的な体験には２種類ある。
一方は北朝鮮のマスゲームやナチの集団のように、はっきりし
たパターンを作ってその中の一員として行進したり体操したり
することで、あるいはそれを観るだけでも、人は異様な感動を
もちます。それといわゆる「祭り体験」とはまた違いますが、ど
ちらも非日常性というか、個人性を超えた何かによってわれわ
れの意識を圧倒する。それをどう考えますか。それから、参加
者の範囲です。日本の昔の祭りでは、参加者は基本的にコミュ
ニティのメンバーです。全く見も知らない人がやってきて参加
することはあまりない。初めにメンバーの枠組みができていて、
その中でハレとケの交代があって、祭りと日常生活のサイクル
がある。ところが、今問題にしているオフ会は──２ちゃん
ねるというようなきっかけは若干ありますが──そういうコ
ミュニティ関係があることを前提にしていない。といって全く
オープンということでもない形でグループとか群がりを作る。
その契機は何だろう。

鈴木　　最初の質問のファッショとの関連ですが、ファッショ
とは、ドイツや日本においては自分より大きいものと一緒にな
ることによって一体感を得るということですよね。そうした感
じはないとは言えないのですが、僕は非常に矮小化されている
と思います。もともと想像できる自分より大きいものの範囲が
狭くて、想像できてもせいぜい２ちゃんねるのレベルです。た
とえば、そこにいきなり国家というものが呼び出されたとして
も、合一することで喜びを得られるかというと、たぶん最初に
出てくるのは「なぜこいつと俺が同じじゃなきゃいけないんだ」
ということになるはずです。サッカーの応援で日本という表象
が呼び出されていても、あるいはモナーとか２ちゃんねるとい

う表象が呼び出されていたとしても、そこで想像されている大
きいものと同一になっている範囲というのは非常に狭いのでは
ないかという気がします。
　それと２番目の質問が関連しますが、参加者の範囲というと
きに、確かに共同体を前提にした祭りはメンバーが固定されて
いますが、民俗学的な研究が明らかにするように、よそ者であっ
ても、共同体がもっている祭りのルールに従うなら参加を許す
というところは結構多い。そうした参加のルールがゆるく共有
され、そこに収まっている限りでは、たとえば２ちゃんねるを
見たことがない人でも同じマトリックスの格好をしていれば仲
間だという、その程度の共有で祭りが立ち上がってしまう可能
性がある。そういうことを考えると、非常に範囲が狭い何かが
最初に想像されていて、それにある程度従っている限りは一緒
に盛り上がれる。もちろん範囲外というか、「こいつ、空気を
読めていないな」というようなノイズはたくさんあるのですが、
それが一気に全体の崩壊に至るほどにはなっていない。

公文　　ノイズがあっても、ある範囲内であればいいと。

鈴木　　もちろん崩壊したところもたくさんありますが、大き
いものについてはそれで成功したということです。

■求心力を失ったオフイベント

公文　　成功したのに、それが今、どうなりつつあるのですか。

鈴木　　どこまで一般化できるプロセスなのかは僕もわから
ないので、事実に沿ってお話しします。一つには先ほどお話し
しましたように、運営側が何の利益も得られないので疲れてし
まった。二つ目に、ただ参加しているだけだった人が自分も運
営をやりたいと、わっと企画を立てたのだけれど、それがコラ
ボレーションを生まずにどんどんつぶれていった。三つ目に、
「この範囲内でなら」という、その範囲を脱する人が増えてき
たことです。オフ会が有名になったことで、２ちゃんねるを見
たことがない、モナーも知らないという人が、それこそ「ここ
に来ると女の子と出会えるらしい」とオフ会に来るようになっ
た。そうなるともう前提の共有は不可能です。収束したものが
拡散するというプロセス──運営側もそれをまとめるのに疲
れ、共有しようにも訳のわからない人たちがいっぱい来ていて、
収束する魅力のようなものが色あせてしまったというプロセス
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──をたどって、この半年ぐらいは百人規模のものは一つか
二つぐらいになってしまった。それも成功しているのは、１～
２年かけて企画したものだけです。

公文　　祭りのようなある種の一体性体験を可能にする最低
限の枠組みを作れないぐらいに大きくなってしまったというこ
ともあるでしょう。もう一つないですか。運営したり、企画し
たりする人がいて、その人たちはある意味で別の目的をもって
いる。たとえばお金にしたいとか、盛り上がったこと自体を自
分の手柄にしたいとか。集まってくる人たちが、それに気づく
とおもしろくない。なかには自分もそれをやりたいという人も
いるだろうけれど、自分が手段にされているということに気が
ついた瞬間にしらけてしまうというか、いやになるというか。

鈴木　　それもありますけれど、ネット上のコミュニケーショ
ンは相互評価のコミュニケーションです。特に２ちゃんねるに
は「神」という言い方があって、大きい企画をやった中心人物は
神なわけです。すると「俺も神になりたい。評価をされたい」と
いうことで参加する人が増えてくる。ある大きいオフ会の主催
者が言っていたことですが、「みんな安易に神になりたくてやっ
てくるけれど、それについてやらなければならないことは何一
つしない」。企画だけ出して誰かがやってくれると思っている
ということです。こうしたことは２ちゃんねるだけで起きてい
て、あまり一般化できないプロセスかもしれませんが、そうし
た悪い条件が重なって、収束したものが拡散しているというの
が今の状況です。

公文　　すると２ちゃんねるの場合は、安易な気持ちで企画側
になりたいという、そういう反応のほうが強い。企画されるこ
とに対する反発は、それほどない。

鈴木　　反発するというより、素直に「お客さん」という役割を
演じているのではないでしょうか。企画されたオフ会にずっと
出ているという人たちはそれなりにいて、固定化されています。
どこに行っても同じ人がいるという状況になりつつあって、特
に地方ではそれが顕著です。東京だと見ず知らずの人の割合が
多くて流動性が高い部分がありますが、地方のオフ会の話を聞
くと、企画屋が変わってもメンバーは一緒という感じになりつ
つある。これは単純に人数が少ないという条件もあって、そう
なっているのだろうと思います。

■ネットの中の島宇宙

公文　　質問を変えますが、宮台真司さん（東京都立大助教
授）が言っている話に、島宇宙化というコンセプトがあります。
1990年代に進行していった現象で、人々の作るグループの範
囲がどんどん小さくなっていった。クラスで言うと３～４人、
極端な場合は１人ということになりますか。とにかく非常に
小さなまとまりになってしまっていて、その間のコミュニケー
ションや相互作用がない。したがって、クラスというまとまり
が感じられない。そのことと、今言ったようなオフ会が比較的
大規模で成立するということとは、どう調和的に解釈したらい
いだろうか。

鈴木　　島宇宙というコンセプトをどう解釈するかによりま
す。つまり島宇宙は、100人でも10人でも島宇宙である可能性
は高い。昔は子供、大人という分け方で良かったものが、思春
期ぐらいの人が「俺たちは大人とも子供とも違う、若者だ」と連
帯するようになって「若者」というカテゴリーが生まれた。その
若者の中でもファションが違う、聞く音楽が違うということで
細分化が進んで、「俺はロックを聞く奴とは違う」とかいう形
で分かれていった。こういうプロセスを宮台さんは明らかにし
たわけです。こういう人たちが相互に「ロックを聞くのはこう
いう奴だから俺は違う」とやっているうちに、だんだんロック
を聞く奴がどういう奴かわからなくなっていったことによって
島宇宙化が生じていった。簡単に言うと、共有できるコミュニ
ケーションのベースがなくなったということです。
　その意味で言えば２ちゃんねるのオフ会が成功していた時
期までというのは、確かに島宇宙だったのだけれど、「友だ
ち100人できるかな」の世界で、100人が似たような共有体験や
共有コミュニケーションベース、２ちゃんねる語とか、特殊な
集まり方を一般社会とは違うところに立てているという認識の
もとに成り立っています。これはマトリックスオフをやってみ
ると顕著ですが、何が非日常的かと言うと、コスプレが非日常
的なのではなくて、自分たちにしかわからないはずのコミュニ
ケーションが世間一般に出てきて、世の中から見たとき俺たち
という存在の意味がわからないだろうという感じが一体感を生
んでいるわけです。これは欧米のフラッシュモブともかなり違
うところで、フラッシュモブは世間からどう見られているかと
いうこと、かなりおかしく見えるだろうということを相当意識
しています。一方、２ちゃんねるのオフの場合は、自分たちか
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ら見て自分たちが特殊に見えればそれでいい。世の中がどう思
おうと別にいいんです。別に気にとめられていなくても、「俺
たち相当変に見えるだろう」と思えればそれでいい。そうした
共有感覚を生めるイベントはかなり成功する。共有できるベー
スが小さいと、どうしても共有感覚がなくなるし、共有するた
めに知識や経験が必要となると、なかなか広まらない。たとえ
ば「何とかというテレビ番組が好きだった人集まれ」となると、
その番組を見ていた人しか集まれない。そういう差はあります
が、僕から見るとそれは敷居が低いから島宇宙が作りやすいと
いう話で、最も敷居が低くて島宇宙が作りやすいのが、お祭り
的なもの、つまりみんなコスチュームを着ていれば一体感が味
わえるとか、その程度に敷居を下げると大きくなるということ
だと思います。そうした島宇宙化の結果、大きくしていこうと
すると祭りにならざるを得なかったと解釈できるかもしれませ
ん。

公文　　すると大きくするというのは、自己矛盾ですね。島宇
宙化というのは差異を作りだすことによってまとまるわけで、
それを大きくするには差異の程度を小さくしなくてはならない
から。では何のために集まるのか。少なくとも島宇宙間で、差
異を差異と認めたうえで、そういうユニットが互いに集まろう
ということはないのですか。

鈴木　　何のためにというのが、微妙です。僕が運営側と参加
者を切り離して考える理由はそこにあります。運営側には大目
標をもっている人たち、オフ会を手段として考えられる人たち、
コラボレーションに長けた人たちというのがいて、そういう人
たちが島宇宙を転々としながら、いろいろな企画をしていると
いう状況が一時期ありました。そうした人たちがようやく一つ
のコミュニティというか、つながりをようやく作ったぐらいで、
他の自分の共有できるところにだけ出ていくという人たちが、
不定形な島宇宙を作っている感じだと思います。その先という
と、難しい。もともと集まることが目的で、集まって何するか
というと、「集まって楽しかったです」で終わってしまうので。

公文　　企画する人たちというのは、何がモチベーションに
なっているのですか。

鈴木　　僕自身が企画をした立場から言っても、何がモチベー
ションなのかはさっぱりわからない。僕は音楽の方面でコラボ

レーションに参加しましたけれど、「日本の音楽を良くするた
めにはこういう方法が必要なのだ」と、後付けには言えますが、
実際やっていたときはどうだったか。一つはお祭りです。みん
なが勢いをもって同じ方向に行こうとしているように見える。
そのときに、「こっちにひっぱったらもっと効率よく行けるじゃ
ない」といった人がいきなりリーダーにされてしまう。もとも
と意図があって人をまとめたというよりも、エネルギーをもて
あましてわっと集団で動こうとしていた人たちの第一人者が、
最終的に運営というところに回ってしまったのかなと考えてい
ます。そういう人たちが集まって何回かやったのはいいけれど、
「ところで俺たち、どうしてこんなことをやっているんだ」と自
問自答をはじめたときに、モチベーションをなくしているとい
うことだと思います。僕自身もそうですが。

公文　　集まること自体を自己目的にして、あっちの島でやっ
てみよう、別の島にも行ってやってみようとなると、「どうし
て、こんなことをやっているのだろう」ということになる。な
んらかの同質性に注目して大規模な島宇宙を作ろうというのは
難しくなっている。じゃあ、島宇宙どうしを結びつけるのかと
いうと、そもそもそんな関心はない。なるほど。

■実名でコミュケーションする関心コミュニティ

鈴木　　ソーシャルネットワークについては、orkut（オーカッ
ト）*³ というGoogleがやっているサービスがきっかけになり、
日本でも認知されるようになってきています。

公文　　まず、orkutについて簡単に説明してもらえますか。

鈴木　　orkutはソーシャルネットワークサービスの草分けと
いわれていて、出会い系というか、知り合い系と定義できると
思います。もともと知り合いの人どうしがオンラインで友達リ
ストを作りあって、関心に応じたコミュニティを作り、コミュ
ニケーションをする。会員制のコミュニティです。英語版の
orkutが一部でブームになり、日本語版のサービスで大きなも
のとしてはGREE（グリー）*⁴ とmixi（ミクシィ）*⁵ の二つがあ
ります。会員数もGREEは１万人を超えたそうで、盛り上がっ
ているようです。
　ほとんどのソーシャルネットワークサービスでは、顔写真を
登録します。日本では似顔絵をアップする人も多いのですが、



9

ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
オ
ン
と
オ
フ

規約では似顔絵をアップしてはいけないことになっています。
かつ実名で登録するので、orkut、GREE、mixiに登録すると、
顔写真、実名付きでネット上にプロフィールが載ることになり
ます。

公文　　その点では、この三つのサービスは同じわけですね。

鈴木　　そうです。顔写真と本名を載せるコミュニケーション
というのは、今までの日本のネットワークの流れからはあり得
ない。こんなことが成立するとは誰も思っていませんでした。
ところが、なぜかこれが成功して、顔写真を載せることに抵抗
のない人たちがたくさん出てきた。なぜ、こうなったのかは僕
もよくわからないのですが、同時多発的に同じような流れがイ
ンターネット上で起きています。もう一つ、「ポスト２ちゃん
ねる」のコミュニケーションがここ１、２年模索されてきたなか
で出てきたのが、ブログ（blog）とソーシャルネットワークだ
と思います。２ちゃんねるの匿名的なコミュニケーションに対
して、ブログは必ずしも本名である必要はないのですが、はっ
きりと誰が発信者なのか、アイデンティファイできるような属
性を要求するわけです。そういうアイデンティファイ可能な人
が単位になって、情報発信やコミュニケーションをする。これ
は２ちゃんねる的なコミュニケーション、モブで誰でもいいと
いうコミュニケーションの対極にあります。そうしたものが成
功しているために、同時多発的にアイデンティファイ可能なコ
ミュニケーションがプラットフォームとして出てきています。
ただし、始まったのがここ半年とか１年のことですから、内実
を詳しく評価するのはまだ難しいです。

公文　　もう少し教えてほしいのですが、ブログの場合、アメ
リカから出てきたのですが、日本にはウェブ日記という伝統が
あって、「それと同じ」「いや、違う」というような議論が行わ
れた挙句、「なんとなく似たようなものだ」というような話に
なっています。それに対して、ソーシャルネットワークの場合
はどうですか。今の話によるとorkutはアメリカ産ですが、日
本でもブームになっている。そしてmixiは、それを模倣して
日本で作られたというわけですね。するとブログに対するウェ
ブ日記のような、日本固有のソーシャルネットワークサービス
のようなものはあったのかどうか。

鈴木　　会員制のコミュニティサービスがなかったわけでは

ありません。ご存知の「ゆびとま」*⁶などはそういうところがあ
りました。

公文　　昔の「コアラ」*⁷だとか、BBSは初めはみんなそうです
ね。

鈴木　　しかし、「そういうものと同じじゃないか」という声
はあまり聞きません。単にみんな忘れているとか、参加したこ
とがなかったというだけのことかもしれませんが。

公文　　私が「orkutに参加しないか」と言われてそのサイトに
行ってみたときに仰天したのは、顔写真が載っているのもさる
ことながら、誰が誰とつながっている、しかもその程度や性質
までが可視的になっているということでした。つまり、単に「会
員は誰々です」という会員のリストがあるのではなくて、その
ネットワークの中での人間関係、まさにネットワークそのもの
が他人に見える形で出ている。「これって大丈夫なのか」と思っ
て、私は参加を躊躇してしまいました。

鈴木　　orkutが出てきた大きな前提として、アメリカ社会が
ソーシャルネットワーク的なコミュニケーションを要求してい
るということがあります。orkutは学歴まで載せられるのです
が、日本人はそういうものは載せたがらない。これはソーシャ
ルキャピタル──通常「社会資本」とか「人間関係資本」と訳さ
れますが、要するにある人が持っているコネやツテを資本とし
て考えるというものです──をめぐるコミュニケーションに
差異があるわけで、アメリカの場合はソーシャルキャピタルを
使って就職活動をするということが重要なことであるし、職を
辞めてジョブホッピングをすることが日本よりゆるい社会なの
で、自分のプロフィールを出して、ソーシャルネットワークを
使って職を移りわたっていくということにそれほど抵抗がない
のだと思います。

■ソーシャルネットワークは秘密結社か

公文　　もう一つこの特徴を別の言葉でいうと、社会学者の
マーク・グラノベッターのいう「ウィーク・タイ（弱い結びつ
き）」を表に出している。

鈴木　　かなり可視的に出している感じです。
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公文　　他方、「ストロング・タイ（強い結びつき）」にあたる
自分の家族、親戚、恋人だとかの一覧を載せているわけではない。

鈴木　　昔の職場のつながりの人たちとか、そうしたウィー
ク・タイが次の就職につながるとか。本当に就職にも使えるよ
うにできていて、学歴等、自分の得意な就業分野等を書く欄が
あります。フリーになったら、あれによってIT業界にスカウ
トしてもらえるような仕組みになっています。いわゆる日本で
出会い系と称する、男女の出会いを促進するような機能も付い
てはいるのですが、あくまでも機能の一つです。

公文　　組織的出会い系ですね。組織間出会い系というのかな。

鈴木　　かなりオフィシャルな、事務的な部分が用意されてい
るのがorkutです。これは僕のイメージですが、アメリカの卒
業アルバムに近いのではないか。友達リストというのを見ると
顔写真がずらっと並んでいますが、まるで卒業写真です。日本
でも卒業アルバムの使われ方として、ある大学を出た人たちが
もっているネットワークがある種の資産になっていて、こうい
う人を紹介してほしいというときの一覧資料として使われる。
そうしたものが、ある程度コンセプトのベースにあると思いま
す。
　そういうorkutのもっている社会的コミュニケーションの前
提なしに、プラットフォームだけを日本に移植したらどうなっ
たのか。僕はあまりGREEには詳しくないので、うかつなこ
とは言えないのですが、ある種の内輪でまとまっているようで
す。これはmixiのサービスもかなり近くて──まだオフ会は
開催されていないと思いますが──先ほどの２ちゃんねるで
運営をやった人たちや、はてなダイアリーでおもしろい日記
を書いてコミュニティを形成していた人たちが、コミュニティ
ごとごっそり移ってきています。つまり、オープンなプラッ
トフォームの中でできていたコミュニティを、クローズドなプ
ラットフォームに移しましたという人たちが増えてきています。
GREEもそうではないかと思います。
　どうやら日本でソーシャルネットワークサービスを作ると、
新たな人々とウィーク・タイを使ってつながって行こうという
よりは、もともと知っている人たちのコミュニケーションをク
ローズドなプラットフォームに移す。知り合い系というか、も
ともと知っている系になってきているというように評価するこ
とができます。文化の違いによって使われ方が違うのはしよう

がないと思いますが、今のところソーシャルネットワークサー
ビス、ブログ、はてなダイアリーといったものが、相互に連関
しながら、クローズドな関係を維持するためのツールとして使
われつつあるのかなという気がします。そこからオープンなコ
ラボレーションが生まれるかというと、そういう感じは今のと
ころ見えない。

公文　　むしろ、ストロング・タイのほうに向かっていると。

鈴木　　タイを強化していく、際立たせるために使われている
ということだと思います。

公文　　そこで念のためにうかがいますが、アメリカの大学の
卒業生というとき、特にいわゆる有名大学でまず考えるのは、
どういうフラタニティ（友愛会）に属しているかで、しかもそれ
は基本的には秘密結社です。たとえばイェール大学でブッシュ
大統領が入っている、「スカル・アンド・ボーンズ（どくろと
骨）」という会は、誰がメンバーであるかを公にはしないばかり
でなく、その組織についての情報をいっさい他人に口外しては
ならないというのが掟で、生涯にわたってこの関係は持続する
と言われています。しかも、それが就職や社会生活を営むうえ
できわめて重要な要素になっているとも言われている。これは
グラノベッター流のウィーク・タイとは違って、血縁・地縁で
はないけれど、きわめてストロングなタイがあって、非常に大
きな社会的役割を果たしている。そのような集団とorkut的な
ネットワークとは、おそらく性格が違うだろう。

鈴木　　違いますね。秘密結社を有するほどのエリートたち
が集まっているのであれば、こういうものは必要とされないで
しょう。orkutはもともとシリコンバレーから出てきて、最初
のノードはシリコンバレーから広がっているはずです。IT技
術者は手に職ですから、職が移っても技術があればどこにでも
いける。大学卒業生コミュニティの秘密結社というのは、相互
扶助コミュニティというか、同じ大学出身で助け合おうという
意図ですから、もともとのorkutの使われ方から言っても少し
違うのではないかという気がします。

公文　　むしろ、そういう結びつきをもっていない人たちのた
めのものだということかな。
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鈴木　　そうでしょうね。職にあぶれたら大学の同窓生に言え
ば別のIT会社を紹介してくれるということではない人たちの、
コミュニケーションだと思います。特にシリコンバレーには外
国人も多いはずですから。

公文　　まさに情報社会における秘密結社の代替物ですか。

鈴木　　orkutの場合は、そういうように使われていくことを
想定している。世界規模でいろいろな人が参加しているので、
実際にどう使われているかということは必ずしも一意には言え
ませんが、一部ではそういう就職にも使われているだろうと思
います。

■日本でのソーシャルネットワークサービスの位置づけ

公文　　ところがそれが、日本ではクローズドなつながりを強
めるために使われているということを、もう少し具体的に言う
とどうなりますか。

鈴木　　二つあります。一つは先ほど言ったように学校間コ
ミュニティをストロングなものにするために使う。これは僕
は参加していないので他人の日記を読んで言っていることです
が、SFC（慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス）のサークルのコ
ミュニティをGREEで作って、連絡は全部そこでする。つまり、
オフラインのクローズドなコミュニケーションのためのプラッ
トフォームとしてのオンラインソーシャルネットワークという
のが一つ。もう一つは、先ほどはてなダイアリーや２ちゃんね
るの人が移って行っているという話をしましたが、オンライン
で今までコミュニケーションをしてきた人たちを、クローズド
な関係にまとめ上げるためのプラットフォームというのがあり
ます。オフライン発かオンライン発かの違いはありますが。

公文　　最終結果は同じだと。

鈴木　　最終的にはクローズドなコミュニケーションになる。
連絡を密にするとか、僕自身これまで連絡をとっていなかった
人とソーシャルネットワーク内でメールを送り合うということ
が起きるようになって思ったことですが、eメールを送るには
ちょっと格式ばったところが必要だけれど、携帯電話でショー
トメッセージを送るには用件としては長すぎるという、ミドル

サイズのメッセージを送るのに、非常に良いプラットフォーム
という気がします。携帯メールは相手との関係が近くないとで
きないし、eメールでは遠すぎる。そういうときにミドルサイ
ズのメッセージを送り合うことによって、遠かったものが近く
なり、近すぎたものが別種のコミュニケーションを作ることが
できるようになっていくことが一つのポイントだと思います。

公文　　もし、ソーシャルネットワークの加入者の規模が日本
で大きくなるとすれば、それ自体がいくつかの島宇宙化してい
く可能性は高い？

鈴木　　もはや、島宇宙化しているところがあります。プラッ
トフォーム内にコミュニティがあるのですが、そうしたコミュ
ニティが島宇宙化しているのではなくて、ソーシャルネット
ワーク以前にどういう関係にあったかによって、そこに入って
きても、単に外でしていたコミュニケーションがクローズドに
なっただけなので、外の島宇宙を強化しているだけというやり
方にしかなっていないと思います。そこで、新たな島宇宙が生
まれているわけではない。mixiだと「２ちゃんねる島」と「はて
な島」みたいなのができています。大きくなっていくとしたら、
もとあった大きな島宇宙が入ってくることによってでしかな
いだろうし、島宇宙間で偶然にコラボレーションやミックスに
よって何かが生まれる可能性もないとは言えませんが、それは
今のところ見えていない。だから写真を出せるのも、知り合い
だから出せるというレベルの話かもしれません。

■ネットワーク間の競争と均衡

公文　　なるほど、非常に興味深い指摘ですね。ブログの場合
は、もともとの日本的「日記」がアメリカのそれとも性格がそん
なに違わない「ブログ」になっていった。ところが、ソーシャル
ネットワークの方は、アメリカのフォーマットが直輸入された
後で、違う方向に進化しつつあるらしい。どうしてそんな違い
が生まれているのか。それはこれからの研究課題として残して
おきましょう。とりあえず、ここまでの議論を鈴木さん、まと
めてみていただけますか。

鈴木　　オフ会やソーシャルネットワークで起きていること
を振り返って、それをあらためて社会学の言葉でいうと、「組
織」と「集団」ということになると思います。1970年代以降、オー
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ガナイズされた組織が世界的に退潮していった流れがありま
す。そうした組織の限界がいわれるようになって、代わりに出
てきたのがネットワークという言葉でした。運営にあたるトッ
プがいてオーガナイズしているような組織ではなくて、中心の
ないノードどうしのつながりのことをネットワークと呼びます。
そうしたネットワークが何かを生み出す可能性については、イ
ンターネットも含めて論じられてきたのですが、実際に現実の
コミュニケーションをしている人たちにネットワークという手
段を与えたとき、ネットワークを可視化するということをやっ
てみたときに、もともと社会でやっていたコミュニケーション
を強化してしまうという結果が一部では生じる。何らかの偶然
によってものすごく大きなイベントになったり、大きなコラボ
レーションが生まれたりすることはありますが、それはネット
ワークにすれば必然的に起きるというような進化論的な流れを
有してはいないと思います。そういったコラボレーションが起
こればいいとは思いますが、実際には手放しで賞賛できるよう
なことではないということが、ネットワークが一般の人に降り
てくればくるほどはっきりしてくるのだと思います。技術者に
ネットワークを与えればLinuxが生まれるかもしれませんが、
何の目的も目標も共有していない人たちにポンとネットワーク
を与えても、お祭りぐらいしかやることがない。それはネット
ワークのもつ性質というよりも、それを使ってみんなで何をし
ようとしているのかということにかかわってくるという気がし
ます。

公文　　最後に、私の想像していることを付け加えますと、産
業社会には企業があって、その企業の製品やサービスを買う
消費者、顧客がいます。企業は、自分の得意な技術や製品のコ
ンセプトをもって客を惹きつけようと競争する。そういう企業
は、それはそれで一つのまとまりです。買う顧客のほうは、一
つの企業の製品を買ったらそれでおしまいというのではなく
て、ニーズはたくさんありますから、自動車についてはここか
ら買う、CDは、テレビは、食べ物はというように、たくさん
の企業とつながりをもちながら、買う相手を選択しながら生活
しています。それと似たような意味で、ある種のネットワーク、
たとえばロックの好きな人のネットワークやサッカーに関する
ネットワークなどがあって、仲間を集めようとしている。趣味
の集まりでも、目的をもってそれを実現しようとする集まりで
もいい。そういうネットワークが、それぞれ人を惹きつけよう
として競争している。そのネットワークに加入する側は、一つ

に入れば全人的にそれでおしまいというのではなくて、音楽は
これ、スポーツはこれ、食べ物はこれ、政治はこれというよう
に、何十、何百のネットワークに入るということも考えられな
くはない。
　そのうえで、それらのネットワークが互いに競争したり、連
携したりするようなルールや仕組みを、制度的、技術的に何か
考えられないか。そういうものがあるとすれば、産業社会の市
場における競争に似たような形の情報社会の、私のいう「智場」
におけるある種の競争が生まれるといえるかもしれない。市場
では各人が自分の利益を追求して競争しているのだけれど、「う
まくいった場合には、さまざまな需要と供給がそれなりの形で
均衡することになりそうだ」とアダム・スミスは予想したわけ
です。似たような意味で、情報社会ではいろいろな欲求や関心
をもった人たちがいて、それらを満たすためのネットワークを
提供しようという動きがあって、それぞれはローカルな要求を
満たそうとして競争しているのだけれど、そうしている間に無
数の多種多様な関心への需要と供給が、それなりにバランスが
とれるような仕組みが生まれるという想像はできないだろうか。
ある種の同型性というのかな。それが市場と智場の間に考えら
れないかなという気がしています。その点についても何かアイ
デアがあったら教えてください。

鈴木　　わかりました。どうもありがとうございました。

（2004年５月17日GLOCOMにて収録）

*1　２ちゃんねる <http://www.2ch.net/>

*2　はてなダイアリー <http://d.hatena.ne.jp/>

*3　orkut <http://www.orkut.com/>

*4　GREE <http://www.gree.jp/>

*5　mixi <http://mixi.jp/>

*6　ゆびとま <http://www.yubitoma.or.jp/>

*7　コアラ <http://www.coara.or.jp/>
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　ふとしたことで体調を崩すと「風邪を引くのは普段の健康
管理がなってないからだ」などと、生身の人間なら責められ
るところだが、実はコンピュータの健康管理についても、多
かれ少なかれ似たようなことが言われてきた。
　もちろん、ここでいうコンピュータの「健康管理」とは、ウィ
ルスやワームなどの不正ソフトウェアへの対策のことだ。不
正ソフトウェア対策は、システム管理者の判断と力量にか
かっており、その意味でシステム管理者の責任は重い。その
ため、コンピュータがウィルスやワームの被害を受け、さら
にその被害を拡大させてしまうのは、システム管理者がコン
ピュータの健康管理という責任を十分果たしていないことが
原因だと考えられがちだった。
　2003年１月に韓国のインターネットを麻痺させるほどの
被害をもたらしたSQL Slammerのときにも、対策ソフト
ウェアを適用していなかったことが大きな原因とされ、挙句
の果てには違法コピーの普及までもがウィルス被害を拡大さ
せた（違法コピーは、対策ソフトウェアについてのお知らせ
がこないため、対策が後手に回る）などと言われた。このよ
うな事例もやはり、管理者の管理責任への注意を喚起するエ
ピソードとして捉えられていったのではないだろうか。
　５月17日のIECP研究会で講師の楠正憲氏は、マイクロソ
フトがこれまでにとってきた不正ソフトウェア対策の経緯を
振り返ったうえで、「2003年８月のBlasterは、それまでの
方針の転換を迫るきっかけになった」と述べた。Blasterは、
ワーム型と呼ばれる不正ソフトウェアで、マイクロソフトの
ウィンドウズXPや2000に感染する。そして、感染したコン
ピュータを踏み台にしてさらに別のコンピュータに感染する
という特徴をもつ。Blaster自身は、データの破壊や削除を
行うものではなかったが、感染するとウィンドウズが再起動
を繰り返すなどの症状が出るというものだった。
　一見、被害の少なそうなBlasterが不正ソフトウェア対策
の転機となったというのは、このウィルスの感染や被害が、
従来のターゲットであったサーバーだけでなく、一般利用者
が使用するコンピュータにも広がったことにあるという。ブ
ロードバンドの普及により、家庭で常時接続されているコ

ンピュータが被害の対象になる可能性が格段に高まることに
なったのだ。サーバーの場合には、企業内で専門の人員によ
り運用される。そのため、不正ソフトウェア対策が自主的に
取られることが期待できる。しかし、家庭で常時接続される
コンピュータでは、そこまでの管理は期待できない。楠氏は、
対策ソフトウェアのダウンロードの件数から見る限り、家庭
用の利用者の５分の１から４分の１程度しか対策ソフトウェ
アを適用しておらず、ここでは従来の専門家向けの対策は通
用しないと述べた。
　このとき、私たちには選択肢が二つある。「健康管理はき
ちんとしなければダメなのだ」という選択肢と、「生活習慣
病を改善するには、社会全体の生活スタイルを変えていかな
ければならない」という選択肢の二つだ。この数年、マイク
ロソフトが不正ソフトウェアへの対策を通して学んだことは、
後者だった。従来のアプローチでは、増えつつあるブロード
バンド利用者への不正ソフトウェアに関する対応は不十分な
ままに終わってしまう。これからは、利用者の視点から、こ
の溝をどのようにして埋めていくのかを考えていく必要があ
るということだろう。
　今回のIECP研究会では、Trustworthy Computing（信
頼できるコンピュータ環境）を創出するためにマイクロソフ
トが進めている活動の紹介について時間の多くが割かれるこ
とになったが、実のところ、不正ソフトウェアへの対策を通
じて、ソフトウェアやハードウェアが変化するだけでなく、
それを使う利用者像も同じように変化しているということが
具体的に明らかになったことのほうが意義のある発見だった
のではないか。同社には気の毒な言い方だが、不正ソフトウェ
ア対策という大きな実証実験から導き出すことができた貴重
な成果と言えるだろう。

上村圭介（GLOCOM主任研究員）

■IECP研究会レポート

マイクロソフトのセキュリティへの
取り組みと今後の展望

講師：楠 正憲
（マイクロソフトアジアリミテッド 政策企画本部企画部技術政策ストラテジスト）
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　小泉首相はこの２年間、わかりやすい言葉で構造改革の必要
性と方向を明示し、実行して、それなりに成功してきた。たと
えば財政改革が進み、構造改革を通じた経済活性化もなされつ
つある。さらに日米同盟と国際協調を基本とした外交、安全保
障政策もうまく舵取りしている。その意味で、小泉政権は大筋
としては高く評価できる。
　しかし、繁栄の利益の分配という長年のしきたりを急に変え
ることは困難で、その結果、改革派の国民や海外の目には改革
が遅すぎるように見えている。したがって、小泉首相は、構造
改革をより有効に進めるような体制と決意を対外的に示す必要
がある。

■官僚制と執行の問題

　その最初が、現在進行している年金改革である。私は小さ
な効率的政府を作り、民間主導で経済を活性化させるという路
線のなかで、社会保障だけは小さな政府にする方向性を小泉政
権は示せていないと感じている。特に、厚生労働省主導で平均
年収の50％の給付水準という年金制度改正案を打ち出してい
るが、このような案は維持可能でなく、根本的に考え直す必要
がある。その案では負担額も5％ポイントの引き上げとなるが、
それは単なる社会保障負担の増加としてではなく、租税負担と
財政赤字を含めた潜在的な国民負担の増加として、総合的な視
点からの検討が必要なのである。
　小泉首相は自らが議長である経済財政諮問会議により、総
合・横断的な政策決定を行おうと努力しているが、問題はその
後の執行機関が縦割りで、省庁同士が競い、それぞれが局で割
れているために統合されないことにある。現下の年金改革がそ
の一例である。
　市場型経済では、競争による勝者と敗者が必ず出る。敗者は
復活を期すか、消え去るしかない。他方、さまざまな理由で競
争市場に入れない弱者には、機会平等を保障するようなセーフ
ティ・ネットや保護が必要である。しかし、日本では敗者が弱
者を装い、政府に保護を求めるという問題がある。またそれは、
官僚的な裁量によってさらに助長される傾向を持つ。各省庁は
自分たちの補助金を増やすことだけに腐心し、そのような補
助金を増やすことなく問題解決のシステムを作ることには熱心
ではない。たとえば、職業訓練学校に行きたい人に対してバウ
チャー制度を充実させるよりも、そのような学校に対する補助
金を増やそうとするのが役所のやることである。

　この状況は変えなければダメだ。私は今、全閣僚で総合的に
実現する実行システム、執行ルールを作ることを提案している。
その執行ルールは官邸で作られており、今後数カ月で答えが出
ると思う。 

■改革の未来は明るい

　長期的な改革の見通しについては、そこかしこで変化がお
こっているので、私は楽観的である。５年ほど前に公共投資は
ムダの塊だというキャンペーンが起こったが、このごろはない。
役所でさえも口にしはじめているというほど、一般的な事柄に
なってきたからだ。このような機運が起こると、日本は５年で
必ず変わる。
　日本の産業社会も急速に変わりつつある。たとえば雇用形態
が多様化しており、会社が有期契約社員や派遣社員などをほぼ
自由に使えるようになった。また雇われるほうも、選択肢が増
えて歓迎している。私の予測では、人は20～35歳、35～50歳、
50～70歳の３回の人生を生きるようになり、職業も３回変わ
る。それに応じて、雇用制度も個人の生き方も大きく変わる。
そして、そのような新しい社会で生き残り成功するために、自
分自身を訓練し教育することが決定的に重要となるであろう。
　実際に、大学も変わりつつある。80ほどあった国立大学が
独立行政法人となり、職員は非公務員となる。外部評価によっ
て予算も変わる。日本の戦後教育におけるもっとも大きな変革
といえる。
　日本経済も着実に良くなってきており、国際競争力を取り戻
しつつある。現在、そのような競争力のあるグローバルな企業
が雇用の１割、生産の４割を担っており、それが今後とも伸び
続けていく。そのとき必要なのは、法人税や所得税を減税して
成長を加速させることである。一方、消費税率を引き上げて十
分な税収を確保する。ただし、それは小泉首相が２年半後に任
期を満了し、小泉改革が完了するまで待ってからだろう。

■情報発信機構

小泉政権の構造改革は着実に進んでいる
牛尾治朗（ウシオ電機（株）会長／経済財政諮問会議民間委員）

※これは情報発信プラットフォーム（www.glocom.org）のOpinionsに５月10日、掲載された英

語の論文の日本語版（全文）である。
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